






















○⽇時: 平成 22 年 9 ⽉ 16 ⽇(⽊) 18:00〜20:30 
○会場: いのくち椿館（〒939-1879 南砺市宮後 188） 
○主催: 富⼭⼤学地域⽣活研究会 
○共催: ⽇本学術振興会・科学研究費補助⾦基盤研究（B） 












































































































































































































































































会館が昭和 38 年、富⼭県⺠会館が昭和 39 年、⾼岡市⺠会館と⿊部市⺠会館は昭







加⼊している⽂化施設は 37 施設ありますが、そのうち 26 施設が指定管理者制度











37 施設のうち 26 施設が指定管理者制度を導⼊しています。パーセンテージです







化財費を除いたもの）を合わせたものは、平成 15 年度には 50 億円ちかくあった














よる減少分になっています。これによって、15 年度から 20 年度にかけて全体と
































































まず、南砺市の平成 22 年度の予算額ですが、⼀般会計の総額が 310 億円とな
っております。そのうち教育費が約１割にあたる３１億円なっています。教育費
の内訳ですが、教育総務費、⼩学校費などがありますが、⽂化関連では社会教育
費が 30％近い 10 億円ほどを占めています。社会教育費の内容ですが、公⺠館費
が約１億円、図書館費が約 8100 万円、⽂化財保護費が約 2 億 5300 万円となって
おり、⽂化財保護費が社会教育費の中では最も⼤きな⽀出となります。芸術⽂化
推進費が 8800 万円、博物館費が 1900 万円、美術館費が 5000 万円となっていま


















































































































































































































〜1500 カ所ほどあり、おおよそ 5800 台ほどの曳⼭があるといわれております。
その中で、国の⽂化財指定を受けているのは全国 30 カ所あります。城端の曳⼭





































































































































































この話を本⽇の話にあわせてみると、戦後における 50 年から 60 年間続いてき
た社会構造の変化というのは、今⽇の話のなかのいくつかの問題は今からはじま





















































































調査などが⾏われて、昭和 45 年に史跡に指定された経緯があります。 
現在、茅葺き屋根の葺き替えについては、所有者の費⽤負担は５％となってい















































のは 90 年代以降で、かつてのコモンズに代わるようなものとして NPO などの新
しいシステムや担い⼿が現れてきました。しかし、そこで⺠間の知恵を活かして
いくという意味において、⾏政だけが問題解決に当たるのではなく、いろんな知
恵を集めて問題を解決していこうという意味では⾮常にいい⽅向ではあったと思
うのですが、しかし、財政難などの様々な事情によって指定管理者制度が経費削
減の⼿段という⽅向に使われてしまいました。また市町村合併などもプラスとマ
イナスの両⾯があったと思います。異なる⽂化の交流などのプラスの⾯もあった
と思いますが、⾏政と地域との距離が遠くなることで理解度が減るというマイナ
スの⾯が出てきているのではないかと思いました。 
ここでは、過去の⾏政構造改⾰によって、どのような形で進めばプラスの⾯が
強調できるのか、またマイナスの⾯が減らすことができたのか、というようなこ
とが今後、検証されなければならない課題として提起できたのはないとも思いま
す。 
ここでの議論をさらに深めて、次へのステップとして進めていきたいと思って
います。本⽇はありがとうございました。 
